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水俣市のすぐお隣り、相良村で生まれ育った緒方先生が、どのように水俣と出会い、

積極的に関わり続け、医師として水俣のできごとをどのように考えているかを

お話しいただいた。
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んな症状が出る病気が起こっている。その原因物質も自分としてはほぼつかんだ。しか

し、もっと症例をたくさん集めて それを学会でどかんと発表して、名前を売りたい。」と

いうようなことを言ったのです。その言葉を聞いて「それはおかしいのではないか？」お

かしなこと言うなと思ったのです。「医者であればそういう病気が発生しないように世

間に知らせる、少しでも早く社会に知らせる」ということが、大事なんじゃないのと同期

の仲間と考えました。

実は、戦後の医師養成課程はGHQの指令により、6年間の大学課程修了後１年間無給で

病院での実地修練（インターン）をして後に国家試験を受けるという制度が取り入れら

れていました。先輩たちが長年反対運動を続けてきたのですが、僕らの卒業する前の年

から 医学部を卒業し、１年間インターンをやったのちに国家試験受ける制度がなくな

り、卒業と同時に医師国家試験を受験できるという制度に変わったのです。しかし、それ

に変わる卒後研修制度を国が作っていなかったのです。そこで自主的に研修をやろうと

カリキュラムを自分たちで作ってやり始めた。医学部ではそのインターン闘争の中から

全国的に学生運動がおこり、その中で「東大の闘争」があったわけです。九大医学部でも

呼応する形で、インターン廃止運動に参加し、「学問は、誰のためにあるのか」「医療はど

うあるべきか」と。患者のために我々は医者になろうとしているのに医学部はどうもお

かしいのではないかということで、外科研究棟と言われていた建物一棟を封鎖し、先輩

の医者や研究者たちが出入りできないようにしてしまい、大学の教授会と医学や医療の

問題について話し合いをしました。

そういう運動の最中、1969年に米軍基地に帰ってくるファントムが墜落した事件が発生

しました。学生たちは「機体を象徴としてそのまま残せ」と主張し、討論会やデモをやり

ました。そう言った運動のさなかに我々の年代から卒業と同時に国家試験を受けて医師

のライセンスが取れるということになり、私たちの学年は6月に医師免許を取ったので

す。

私は医師免許を取るとすぐ原田正純先生のところに「水俣病について教えてください」

とお願いしに行ったわけです。当時、先生は講師でした。熊大では昔の精神神経科の木造

研究棟におられた。「俺のとこに来るよりも水俣に行って直接患者さんの話を聞きその

状況を見せてもらって、診察させてもらえ」と言われたんです。その時は僕一人で原田先

生に会いに行きました。その後は、仲の良い一級上の友達と水俣に一緒に行くようにな

りましたが、その頃は、まだ新幹線はもちろん、高速道路もなく国道三号線や鹿児島本線

を利用しました。

水俣に行って、いろんな人がいましたが、堀田静穂さんが活躍し始めておられ、案内して

もらいました。最初はどうやって行ったのか覚えてないけど、たぶん彼女の案内で芦北

町の女島に行ったのです。女島に行って、そこで重症の患者さん、小崎弥三さんの寝て

らっしゃる姿を見て、言葉も出なかった。脳卒中最重症者と同じような状態で声も出ず

手足も動かせない状態だったのでショックを受けました。大変な病気だというのが水俣

病の患者さんを見た最初の印象です。

それから後、原田先生が水俣の患者さんを診察に行かれるときに熊大の学生と一緒につ

いて行きました。熊大では、学生たちが地域医療研究会をやっていた。その地域医療研究

会に集まってきた医学生や看護学生と出月、月浦、茂道などをはじめ水俣病多発地帯を

一緒にあちこちに行ったり、勉強会をやったり、夏休みに１週間合宿をして勉強会など

もやりました。合宿したのは、そのころ、浴野成生さんや鶴田和仁さんたちがまだ学生

だった。その人たちと活動を何年かやりました。地域医療研究会の人たちと一緒に御所

浦島にも行きました。御所浦には最初のうち水俣病はいないということになっていたの

ですけど、行ったら立派な水俣病の方がたくさんいるじゃないのっていうことです。そ

の時も数日間泊まり込んで調査をし、汚染のひどさにびっくりしました。海は繋がって

いるのだから当然ですね。白倉さんという御所浦の患者さんのリーダー的な人たちとも

お会いしました。

71年、相良村に帰って村医者になったのですが、村に帰って診療を始めると驚いたこと

に農薬中毒の患者を多数診ました。有機リン系の殺虫剤としての農薬で、いわゆるサリ

ンの仲間による中毒患者です。それからカーバメイト系とかクロールピクリンとか、い

ろいろな農薬で農家の人たちが倒れていて、これはおかしいと思いました。健康維持や

命をつないでいくための農業で、農作物を作る人たちがその作業で死んでいくのは大変

なことじゃないかと。私も勉強をして、緊急の場合、田んぼの畦道で点滴したりしたこと

もありました。そういう状況を体験して、「医者っていうのは やっぱり出来上がった病

気を治すということじゃなくて、病気にならないようにするということが非常に大きな

仕事なんじゃないか」ということをまたそこでも痛感したわけです。水俣病の原因を

チッソは知っていて流し続けたわけです。水銀を使い続けたわけです。それはとんでも

ないことです。全く知らないで流しているのと知っていながらやっているというのは、

大きな違いで大変なことだと思う。それを行政、国や県もチッソの仲間になって隠蔽し

たということです。 

それで 1980年ごろ相良村で 勉強をしようかと。農薬の問題だとか合成洗剤の問題だと

かを「食べ物と健康の集い」という名前で、農家の人や学校の先生や地域の人たちと一緒

に20人くらい、（多い時は50人ぐらい）集まって月に一回ぐらいの割合で勉強会をやりま

した。我が家では、（疎開してきたものを入れると多いときには30人近く暮らしていたの

で）農業をずっとやっていたのです。僕が生まれたのは1941年太平洋戦争の半年前です。

戦時中のことは三歳ぐらいからの記憶はあります。戦争が終わったあとの食料問題があ

ります。日本の国が、敗戦で非常に大変な時代にチッソは化学肥料の硫安など作って農

家の増産に一定の貢献はしたわけです。けれども一方では、塩化ビニールを作る工程で

水銀を流したりしていたわけです。そういった非常に大変なことになっている。相良村

の中では農薬中毒をどうしたら減らせるかということで、農協に行って「農薬を売るな」

と言ったこともありました。もちろんそうはしてくれませんが。

それから合成洗剤の影響だろうと思いますが、背骨曲がりがある川魚がたくさん見つ

かったりして、洗剤追放運動も勉強会の中に入れました。 

1973年頃から数年間ですけれども、筋短縮症というのが社会問題となりました。症状は、

「しゃがんだ時にかかとにおしりがつかない」なぜそういうことが起きるかというと、子

どもの太ももやおしりあるいは上腕の筋肉に注射をするとそのあとがしこりになって

筋肉の発達が不良になるわけですね。発育不良のために筋肉が伸びない症例が出てき

た。最初は何故か、原因が分からなかった。山梨などで発見され、大変だということに

なってきたのです。九州山口広島注射による筋短縮症検診班を結成しました。私の同級

生でもあった松本文六君たちが中心になってその活動を始めました。私も参加して県内

で多発しているという天草へ検診に行きました。相当数の子どもさんがいて、整形外科

医や小児科医も一緒に行き、手術をして治すことまでやりました。あのころの患者さん

たちが今どうなっているのかは把握してないのですが。薬害もそうですけれども、本来

人を幸せにするべき医療が不幸というか薬害や医療過誤問題を起こしていると言うこ

とについて大変なことだと思ったのです。

もう一つ言い忘れていたことがありました。卒業してすぐ、九大内科の教授がある患者

さんの病気について論文を発表していました。ですが、この論文について、私の同級生

が、一人の患者さんではなく、実は二人の患者さんのデータをくっつけてひとり分とし

て出していたことに気づいたのです。それは大変なことだと言うことで、そのことを同

級生が追求しました。そういう出来事の延長に青年医師連合による外科病棟の封鎖とい

う出来事もあったわけです。本来、医療があるべき姿じゃないということで、私も若くて

青春時代でした。医療の矛盾や医療が何のためにあるかという本質がおろそかになり、

医学・医療が故意に捻じ曲げられていることをなんとかしなければという思いがありま

した。そのような思いで水俣病センター相思社を設立に参加することになります。水俣

病の第一次訴訟裁判の時、患者のみなさんたちの健康を診るためついて行く人が必要だ

ということで私が名乗りをあげました。健康管理の名目で随行したわけです。高野山ま

で行きました。大阪の厚生年金会館で浜元二徳さん、フミヨさんのきょうだいはじめ原

告と支援者たちが株主総会に出てきた社長に詰め寄るのはこのときですね。

もう一つ言い忘れていました。裁判を始めた時に渡辺栄蔵さんが会長になった際に彼が

「本日、ただいまより国家権力と対峙します。」 ということをそばで聞きました。大した

ことを言うと感心して聞いてきましたが、それがずっと後年、私たちが川辺川ダム反対

運動の時、この時のことを思い出します。やっぱり国家権力と戦うっていうのは大変な

ことだと。  相思社ができた後に「タケノコ塾」をやって、患者さんや市民と一緒に勉強会

をやったこともありました。水俣病汚染地区のあちこちで患者さんを診せてもらいまし

た。水俣の対岸にある獅子島（鹿児島県長島町）にも行きました。

ところで獅子島といえば、昭和38年から40年にかけて3年連続で球磨川の洪水があり、

亡くなった方々がありました。亡くなられたのは土砂災害が主な原因と思われますが、

球磨川から流され、その人たちのご遺体が何体か、獅子島に流れ着いていました。中には

遺体の引き取り手がなかった方がいらっしゃって、その人たちは 御所浦島に無縁仏と

して埋葬してあると獅子島でお世話になった藤本さんがおっしゃっていました。そんな

ところでも川辺川、球磨川との縁があるのか！と思ってびっくりしたことがあります。

話は変わりますが、82年頃、この地域で最高峰の市房山を中心に九州中央山地国定公園

に指定されることになりました。国定公園の指定を受けると山の樹木を勝手に切ること

ができなくなります。そこで国定公園の指定を受ける前に宮崎県側の市房山が皆伐され

数百町歩も天然林を切ってしまったのです。そのため伐採の10年後に崩れやすい真砂土

の市房山の崩壊がりました。悪魔の爪で引っ掻いたようだという表現していましたが、

とても無残な状態でした。その後、熊本県側でも国有林を切るという話が持ち上がった

のです。それはとんでもないことだと反対運動が持ち上がり、祭り上げられて会長とな

り、署名活動して4万筆を県議会に署名を持って行ったことがあります。それから、球磨

川共和国というのを池井良暢（よしのぶ）さんという方が大統領となって建国されまし

た。何のためかというとJ R湯前線を残そうという運動をされたわけです。学校の元校長

先生だった方です。

（ここで薪ストーブの火が消えてしまったため話題が変わる）

やっぱり薪とか炭とかを使わなくなったから山を見なくなった。僕が相良に帰ってきた

ころ、相良村の山中では電気がきてないところもありました。19 70年年ごろは、谷川で

小水力発電をやっていた集落がありました。だけど、谷川の水は常に同じ水量じゃない。

流れが大きくなったり小さくなったりそのたびに電灯が、蛍の光みたいに明るくなった

り暗くなったりする。患者さんの家族中には、電気はあてにならないからと石油ランプ

に火をともしたのにはびっくりしました。まだ電気が引かれていない山中の集落に往診

をしていました。

夜10時ぐらいに電話がかかってきて、「◯◯さんが倒れて意識がないから来てくれ」と言

われたことがありました。行ったことのない初めて聞く山の中の集落名ですので、県道

まで集落の入り口まで行くから迎えに来てくださいとお願いしました。車を降りてそこ

から30分、暗い山道を歩いて登って行きました。行きついたら患者さんは脳梗塞で意識

がない。その頃は、熊本市にもレントゲンC T撮影装置もなく、今のような救急車もない

時代でした。とりあえず応急処置をして、翌日また往診しました。地域の人に戸板で担架

を作ってもらって車の通る県道まで運び下ろして、そこから車に乗せて私の医院に連れ

て帰って入院してもらいました。一ヶ月ぐらい意識がなかったけど、だんだん元気が出

てきて半年くらいして家に帰ってもらい、室内を這い回ることができるようになりまし

た。一番遠くて、すごい場所は、五木村の掛橋（かけはし）というところでした。車を降り

てから山道を登り、山を越えたら今度は谷を渡ってということを繰り返して2時間くら

い歩きました。何回か往診したのですが、面白かったですよ。そういう山中に行くと医者

が来ることは滅多にないわけです。「ようきなった！！」と、その患者さんの家では、「ご

飯食べて行きなさい」と。ご飯だけじゃなくて、透明なお茶が出るわけ（笑）。味噌漬けイ

ノシシの肉を囲炉裏で焼いてくれる。いい気分になって外に出ると、隣の家からも「せっ

かく来なったで、うちにも寄っていきない」と、また透明なお茶が出る。焼酎ですね。そし

て、帰りは時々転びながら山を下って帰る。道は木馬道（きんまみち）を歩きました。木馬

道は、山で木を切って、橇(そり)に材木を積み、牛にひかせて運ぶための道で、手ごろな

木を道に沿って横向きに並べた道のことです。そして、相良村に牛駄場(うしだば)とい

う地名があって、そこに材木を集めて屈強な牛に材木を引かせていかだに組んで流す。

そんな屈強な牛を集める場所だったのです。そういうところにも徒歩で往診もしていま

した。 

それでまあ 相良村の状況もそんな風で、ダムを作る場所（ダムサイト予定地）のすぐ上

流には藤田、野原という集落があったのです。そこには小学校もあり、最盛期には児童も

120人ぐらいいました。1963年から1965（昭和40）年に洪水があったことから川辺川ダ

ム計画がされた当時の建設省が1966（昭和41）年に発表し、藤田や野原ばかりではなく

五木村の川辺川沿いの集落は強制的に移住させられた。その集落はもうひとっこひとり

住んでない。そういう場所やその右左の山の中にも往診しました。

球磨川共和国の話に戻ると、もともと湯前線の廃止計画に反対し、存続をさせようとい

う運動だったのです。2年あまりの活動の結果、球磨川鉄道は「くまがわ鉄道」として残る

ということになった。じゃあ球磨川共和国は解散しようという話になったが、せっかく

これだけの人が集まっていてもったいない、  何らかの形で残そうということになった。

じゃあ、何をしようか？川辺川ダムの勉強をしようか？ということで川辺川やダムのこ

とを考えることになった。

その前ぐらいに僕はもう一つやっていたことがあって、ゴルフ場反対運動をやりまし

た。（私が中３の時ですが、１９５６（昭和31）年四浦村と川村とが合併して相良村となり

ました。その合併で川村小学校、川村中学校が相良南小学校、相良南中学校になっていま

した。）その相良南の小・中学校は飲料水として地下水を利用していました。その地下水

の水源地にあたる場所にゴルフ場建設計画が持ち上がりました。「これは児童生徒の健

康に影響が出るかもしれない。学校医としては見過ごすことはできない。」と思いまし

た。相良村役場の横に、瀬戸堤（せとのつつみ）というのがあります。

その上流にあたる山江村の山を開いてゴルフ場を作ろうという計画が持ち上がったの

です。ゴルフ場はものすごく農薬を使うわけです。水源地にあたる場所で農薬を使うと

その農薬が何かの拍子に地下水に入って、小学校や中学校の生徒にとって大変なことに

なるのではないかと反対運動をしたわけです。その時もゴルフ場の勉強会を始め、いろ

んなことをやりましたが、となりの山江村の当時の村長さんに陳情というか抗議に行き

ました。村長さんが、昨晩のお酒の酔いが冷めないで赤い顔をして出てきたところを捕

まえて、「ゴルフ場建設をやめてくれ」と詰め寄る。我々に同調する山江村の職員も含め

て数名で行った。ちょうどバブルが崩壊した時に当たったから、山江村のゴルフ場はで

きないことになったのです。しかし、同時にゴルフ場を作ろうとした深田村にはできて

しまった。山江村の方は、私たちが反対運動やったのと、バブル崩壊と重なって出来な

かったが、深田村はできてしまった。深田村にもゴルフ場反対者がいたのですけれども

パワーが足りなかったのですかねぇ。そんなこともありゴルフ場反対運動に参加してい

た人たちもダム反対運動に参加してきました。

森山：話が変わりますが、甘夏事件で相思社役員が総辞職して緒方先生の理事就任は、こ

のタイミングですか？

緒方：そうですね。相思社の生活学校を作った時、うちに生まれていた子牛（メス）を連れ

て行ったのですよ。それを生活学校の生徒たちが飼っていましたね。

それから養生所の近沢一充さん（愛称：ちかさん）は、私のところに鍼灸師として週に一

回、10年ぐらい患者さんの治療に来てくれました。最初、彼は水俣にはボランティア（水

俣に移動診療所を作ろうというグループの一員だったと思います）で来たのです。ほか

のボランティアと一緒にやっていましたが、「水俣病患者さんを何とかしないといけな

い。症状の改善するのはどうしたらいいか。」と考えていたのです。ある時、東京から女性

の鍼灸師さんが水俣に見えて患者さんに針治療をしたら、気持ちがいい、楽になったと

言うことで、相思社でもこういう事したらいいのではないかということで、近さんが鹿

児島の鍼灸師の学校へ行って鍼灸師の資格をとったのです。知りませんでしたか？

森山：知りませんでした。お話しすることはありますが、患者さんの話はよく聞くけれど

もフォローした人や支援者の話を私たちも知らなくて、本人もそういうことを声高にい

うタイプの人たちじゃないので、こっちからも聞かないことには言われないです。

緒方：彼もわざわざ北海道からやってきている。向こうで仕事がなかったわけじゃない

でしょう。相思社に来る人たちはみんな優秀です。なんでこんな所に来るのかな？と

（笑）。どこへ行ったって立派に仕事できる人ばかり。あなたたちも含めて、おかしいなぁ

と思います（笑） 物理学者だったり、研究室に残れば素晴らしい研究したというような

人がいて、魚売りになったりする人もいたりいろいろ不思議な人がいる。

私は、ゴルフ場反対運動をして、山江村にはできなかった。その後、ダム反対運動に入っ

た。池井先生が亡くなられたあと私が「清流球磨川・川辺川を未来に手渡す流域郡市民の

会（手わたす会）」の代表に推薦されました。その後 4年ぐらいで大学の後輩でもある岐

部明廣先生と共同代表になりました。ダム問題について紆余曲折ありましたが、相良村

長、人吉市長に続いて県知事がダム反対・中止を宣言したために、一旦、ダム中止になっ

たわけです。相良村の徳田正臣村長と人吉市の田中信孝市長、蒲島郁夫知事。でも蒲島知

事よりもその前の潮谷義子知事が民主主義の基本に則って県民集会を開きました。あれ

がものすごく大きかった。地域住民の生の声を聞いて議論しようというところがすご

かったのです。熊本県の鎌倉さんが知事の意志を汲んでやってくれた。それでダム建設

計画は一旦ストップしたけれど、10年間洪水防止の対策をしなかった蒲島知事が自民党

のダム推進派、あるいはゼネコンの意向に負けたのではないかと思われますが、作ると

言う方向に転換してしまったわけです。蒲島知事以前の熊本県知事はこれまでは永くて

も三期で交代していました。長ければ弊害も出てくるためでしょう。現知事が例外的に4

期やったということは、蒲島知事の前に何らかのエサがぶら下がったのかと話す人もい

ます。 2年前の洪水を待っていたふしもある。だから洪水があってすぐ相良村に来て、ダ

ムがあれば洪水は防げた、だから流水型ダムを作ると。そんなきっかけをねらっていた

のでしょうね。どこからか力が働いてそう言う方向へ。

森山：ここまで来たらダムはできてしまうと思われますか？

緒方：わかりません。まだ方法がないことはないかなと思います。私も相良村の議会で聞

かれました。徳田議員、前村長に。教育長はどう思うのかと。個人としては反対でダムを

作るべきではないと言いました。教育長としてもそうなのだけど、個人としては絶対反

対と言っています。現在の吉松啓一村長には、「ダムは反対だから」と言って教育長を引

き受けました。国や県がダムづくりを餌にして、そのほかの政策を進めようとするわけ

です。村作りをして行くのにダムを反対し続けると財政的に干し上げてやるぞっていう

ような脅しをかけたりするわけです。本当は、それは関係ないことであり、卑怯な手を使

うべきじゃないけど実際の政治の場ではあるのです。

そんなこと（財源を盾にした弱い者いじめのようなこと）が、ずっと水俣病認定について

も行われてきたわけです。医学的な論争じゃなくてチッソとか国の思惑に従う方向で話

が進められ、御用学者たちには研究費を代償にぶら下げ、研究者たちは、研究費が欲しい

ため、自分の思いと違うことを言わざるを得なかったのかなと思う。だから原田先生み

たいな人は、稀有な存在。ほかにも例えば共立病院グループの高岡滋先生や藤野糺先生

などをはじめ在野の医師のうちには、本当に真面目に取り組んできている人がいます。

ですが、水俣市内の開業医もあまりそんなものに触れたくない。触れるとやけどをする

という気持ちがあるのかと思います。新たに申請用の診断書を書いてくれる医師は少な

いのも現実です。だから「水俣病はもうたくさん」となって、水俣病については根本的な

解決はなされない。そのために今でも苦しんでいる人たちがたくさんいるわけです。本

当に被害の実態というのはわかってないわけでしょ。 水俣病患者の総数はおそらく何

10万人もいると思う。その結果、 一番被害が顕著であった時代に患者になった、ハン

ターラッセル症候群を表した頂点の人たちだけを水俣病と認定してしまっている。それ

以外の人たちについては、熊本大学もごく一部を除いてちゃんと研究しなかったし、追

跡もしなかった。それが水俣病問題を非常に矮小化してしまったと思う。一部の医師が

まともに取り上げてもいわゆる神経学の権威者が認めない事態になった。（その結果世

界の水俣病研究からは取り残されています。）僕も研修医のころ、神経内科に所属してい

ました。そのときの教授は黒岩義五郎さん。新潟大学教授の椿忠雄さんたちと同級生か

と。黒岩教授と助教授が 後に熊本大学教授となった荒木叔郎(しゅくろう)さん。僕は研

修医で、友達と一緒に神経内科を勉強しようかなと研修期間では一番長く神経内科にい

て研修していた。あの頃は、こっち側から言うと「大学闘争」、大学側から言わせれば「大

学紛争」の時期で、論文事件の時も教授たちと徹夜して、「おかしいじゃないか」と団体交

渉をやっていました。黒岩先生から「お前は神経内科に残れ」と言われたことがあり、も

し残っていれば僕は相良村に帰って来ずに、水俣病の審査員になっていたかもしれない

（笑）。残念でした（笑）。そうするといまごろは左うちわだったかもしれない（笑）。 

人の運命は、ちょっとしたことで変わると思うのです。

森山：予定の時間が過ぎましたが、原田先生を訪問するというのは高校生の時に水俣病

のことをご存じでより深く知りたくなったとのことですが、水俣のことにもう一歩近づ

いた理由は何かありますか。

緒方：大学に入っていろいろな問題と関わるようになったことは大きいですね。水俣病

というのは大変な問題でもうちょっと勉強しようと思った。相良村に将来は帰るだろう

が、もうちょっと勉強したいという思いがありました、父が村長になったものだから、

「お前が帰って来んと村の人が困るから帰って来い」と言われた。水俣病は相良村から見

れば隣の郡市の出来事なのにちゃんと知らないので原田先生に教えてもらい勉強しよ

うと思った。何せ、近いところに生まれ育ったのに医者として水俣病について知らない

と言うのはいかんなということです。本当にちょっとしたことです。父は、権威にちょっ

と弱いところがあったので、もし大学に残るということになっていればそれは反対しな

かったかもしれないですね。

森山：宮崎県側の山が皆伐され山崩れが起きて、県議会に署名を持ち込まれたお話の結

果はどういう風になられたのでしょうか。

緒方：皆伐から択伐方式になったのです。大きい木だけ抜き切りするのです。それからダ

ム反対運動やるうちに今度は川辺川の多目的ダムの水を利用して球磨川の北側・右岸に

も川辺川から水を引いて、灌漑する計画を国（農林水産省）が作った。相良だけではなく、

多良木まで水を引いていくという計画だった。人吉、山江もちろんそうですけど、「計画

では水代はタダだ」と相良の村長が言った。ところが本当は、農家の負担が相当あるわけ

です。だから、「でたらめ言うな！」ということになり、農家が利水事業反対運動始めた。

それは、ダム中止運動に大きな影響を与えているのです。当時の原告団長が、梅山究(ふ

かし)さんと言う元相良村職員で相良村の教育長までやった人です。梅山さんの意を汲

んで板井優弁護士が、一生懸命やってくれ、当事者の農家も頑張りまして止まりました

ね。板井優さんの奥様・板井八重子さんは、原田正純先生と胎児性水俣病のことをやった

人ですね。

 

森山：毎年、横浜から来られる常連高校が、板井先生のお話を聞かれています。今年と去

年はコロナで対面できず、Z O O Mでやってもらいました。毎回先生は、涙を流しながら

お話をされます。

緒方：あのご夫婦も素晴らしい人たちですね。

（このあたりで薪ストーブが消えたため話題変わる）

昔は五右衛門風呂で、中学生ぐらいの時は風呂焚き係でした。鶏をひねるのも僕で、五右

衛門風呂の下でひねった鶏の産毛を焼くのですよ。そしてさばくのです（笑）

森山：では、最後の特措法のところをお願いします。

緒方：要するに認定基準の問題ですよね。認定基準を非常に狭くとっているわけでしょ。

原田モデルのピラミッドの頂点だけを水俣病と認定しているわけで、原田さんのピラ

ミッドモデルのせめて中間ぐらいまでは認めるべきですよね。それがまったく典型的な

ハンターラッセルしか認めない感じでしょ。病気というのが、今のコロナを見てもわか

りますよね。ひどい人は死ぬけれども、一方では感染しているけど全然症状もない人も

いる。そうかと思えば症状が収まって、症状が治まってウイルスがいなくなっちゃって

も後遺症が残っていて悩んでいる人もいっぱいいるわけです。コロナでは検査で陽性で

あれば症状がなくても隔離されました。水俣病だって全く一緒ですよ。ひどい人がそれ

はひどい人もいるけど 症状が軽いけれども実生活で困っている人がいっぱいいるとい

うこともあるわけで、一律にある程度のレベルでないと認めないというのはでたらめな

ことですね。水俣病ではコロナ感染とは違って慢性の中枢神経障害の症状で悩んでいる

人がたくさんいるのです。あの原爆でもですね、黒い雨にうたれた人は認めてやりま

しょう。まあ、全部認めているわけじゃないですけど、比較的そういうふうなこともでき

るわけですよね。だからやろうと思えばできる。全く水俣病に関してはガチッと決めて

しまって、一歩も外へ出ないという感じです。特に新潟県や鹿児島県に比べて、熊本県は

行政が意固地になっているように感じられます。また、これは医学や医療の問題で、いわ

ゆる権威のある医者、神経学者たちの問題ですよね。この人たちが本当に患者さんに寄

り添って患者さんのことを考えてやろうという気持ちが無いっていうことですね。自分

の業績だけです。今のダム問題での知事といっしょのような気がします。

森山：メグの話が出てきますね。国水研のデータの偏りというか、認定者しかだしてな

いって。

緒方：結局そうなのですよ。水俣病の権威者たちは、認定された人たちしか見てな

い。実際に現地に来て、水俣病の患者さんの話を聞き、地域の状況を見る人はいな

い。徳臣教授自体が、水俣病の認定された人しか研究対象にしてなかった。最近、高

岡滋さんが本を出したでしょ。あれ読んだら面白いですよ。水俣病に関して、いかに

医者がでたらめなことをやったか書いています。権威のある医者達なのに。

（省略　５分ほど原発や戦争などについて雑談）

森山：年末の押し迫った時にお話いただいて本当

にありがとうございました。

竹中：ありがとうございました。

2022年12月29日（木）

内容：水俣市のすぐお隣り、相良村で生まれ育った緒方先生が、どのように水俣と出会

い、積極的に関わり続け、医師として水俣のできごとを医師としてどのように考えてい

るかをお話しいただいた。

森山：今日はお忙しいところをありがとうございます。1時間ぐらいお話を聞かせても

らってよろしいでしょうか。水俣と出会うきっかけは、原田先生と出会う前にあるよう

に思いますが。

緒方：大学に入った（1963（昭和38）年11月に三井三池の炭塵爆発が起きました。

九大一内科教授「勝木司馬之介氏」は、熊本大学内科教授として昭和33年から35年まで熊

本大学の内科教授として熊本大学の水俣病研究班に所属していたので水俣病の研究に

もタッチしていました。この人が、専門課程の時に臨床講義で三井三池のC O中毒患者

さんを連れてきて、説明をしてくれました。（5年生の時、中枢神経＝脳に後遺症を残して

いる患者さんを目の前にして説明をしたのです。）

炭鉱爆発事件の前ですが、教養課程を終えて、医学部に移った際（３年生）に サリドマイ

ドの障害児支援グループが早稲田大学からやってきて、サリドマイド児についての報告

をし、救援活動をしていることを話してくれました。大変なことが起こっていることを

知り、同様の活動を九州でもやろうかと話が出て、支援活動に参加した。

その頃は、いろんな問題が起こっていて、薬害問題、例えばスモン病をはじめ（風邪薬キ

セナラミン事件）クロロキン、その他いろいろな薬害問題が起こっていたし、またベトナ

ることは、まあ知っていたわけです。そして、5年生の時に 1968年カネミ事件が起こった

のです。でその時に授業で講義をした九大の皮膚科の講師が、「実は俺はごく最近変な病

気が出てきたことを知った。発熱や身体のだるさを訴えたり、黒いニキビができたりろ
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んな症状が出る病気が起こっている。その原因物質も自分としてはほぼつかんだ。しか

し、もっと症例をたくさん集めて それを学会でどかんと発表して、名前を売りたい。」と

いうようなことを言ったのです。その言葉を聞いて「それはおかしいのではないか？」お

かしなこと言うなと思ったのです。「医者であればそういう病気が発生しないように世

間に知らせる、少しでも早く社会に知らせる」ということが、大事なんじゃないのと同期

の仲間と考えました。

実は、戦後の医師養成課程はGHQの指令により、6年間の大学課程修了後１年間無給で

病院での実地修練（インターン）をして後に国家試験を受けるという制度が取り入れら

れていました。先輩たちが長年反対運動を続けてきたのですが、僕らの卒業する前の年

から 医学部を卒業し、１年間インターンをやったのちに国家試験受ける制度がなくな

り、卒業と同時に医師国家試験を受験できるという制度に変わったのです。しかし、それ

に変わる卒後研修制度を国が作っていなかったのです。そこで自主的に研修をやろうと

カリキュラムを自分たちで作ってやり始めた。医学部ではそのインターン闘争の中から

全国的に学生運動がおこり、その中で「東大の闘争」があったわけです。九大医学部でも

呼応する形で、インターン廃止運動に参加し、「学問は、誰のためにあるのか」「医療はど

うあるべきか」と。患者のために我々は医者になろうとしているのに医学部はどうもお

かしいのではないかということで、外科研究棟と言われていた建物一棟を封鎖し、先輩

の医者や研究者たちが出入りできないようにしてしまい、大学の教授会と医学や医療の

問題について話し合いをしました。

そういう運動の最中、1969年に米軍基地に帰ってくるファントムが墜落した事件が発生

しました。学生たちは「機体を象徴としてそのまま残せ」と主張し、討論会やデモをやり

ました。そう言った運動のさなかに我々の年代から卒業と同時に国家試験を受けて医師

のライセンスが取れるということになり、私たちの学年は6月に医師免許を取ったので

す。

私は医師免許を取るとすぐ原田正純先生のところに「水俣病について教えてください」

とお願いしに行ったわけです。当時、先生は講師でした。熊大では昔の精神神経科の木造

研究棟におられた。「俺のとこに来るよりも水俣に行って直接患者さんの話を聞きその

状況を見せてもらって、診察させてもらえ」と言われたんです。その時は僕一人で原田先

生に会いに行きました。その後は、仲の良い一級上の友達と水俣に一緒に行くようにな

りましたが、その頃は、まだ新幹線はもちろん、高速道路もなく国道三号線や鹿児島本線

を利用しました。

水俣に行って、いろんな人がいましたが、堀田静穂さんが活躍し始めておられ、案内して

もらいました。最初はどうやって行ったのか覚えてないけど、たぶん彼女の案内で芦北

町の女島に行ったのです。女島に行って、そこで重症の患者さん、小崎弥三さんの寝て

らっしゃる姿を見て、言葉も出なかった。脳卒中最重症者と同じような状態で声も出ず

手足も動かせない状態だったのでショックを受けました。大変な病気だというのが水俣

病の患者さんを見た最初の印象です。

それから後、原田先生が水俣の患者さんを診察に行かれるときに熊大の学生と一緒につ

いて行きました。熊大では、学生たちが地域医療研究会をやっていた。その地域医療研究

会に集まってきた医学生や看護学生と出月、月浦、茂道などをはじめ水俣病多発地帯を

一緒にあちこちに行ったり、勉強会をやったり、夏休みに１週間合宿をして勉強会など

もやりました。合宿したのは、そのころ、浴野成生さんや鶴田和仁さんたちがまだ学生

だった。その人たちと活動を何年かやりました。地域医療研究会の人たちと一緒に御所

浦島にも行きました。御所浦には最初のうち水俣病はいないということになっていたの

ですけど、行ったら立派な水俣病の方がたくさんいるじゃないのっていうことです。そ

の時も数日間泊まり込んで調査をし、汚染のひどさにびっくりしました。海は繋がって

いるのだから当然ですね。白倉さんという御所浦の患者さんのリーダー的な人たちとも

お会いしました。

71年、相良村に帰って村医者になったのですが、村に帰って診療を始めると驚いたこと

に農薬中毒の患者を多数診ました。有機リン系の殺虫剤としての農薬で、いわゆるサリ

ンの仲間による中毒患者です。それからカーバメイト系とかクロールピクリンとか、い

ろいろな農薬で農家の人たちが倒れていて、これはおかしいと思いました。健康維持や

命をつないでいくための農業で、農作物を作る人たちがその作業で死んでいくのは大変

なことじゃないかと。私も勉強をして、緊急の場合、田んぼの畦道で点滴したりしたこと

もありました。そういう状況を体験して、「医者っていうのは やっぱり出来上がった病

気を治すということじゃなくて、病気にならないようにするということが非常に大きな

仕事なんじゃないか」ということをまたそこでも痛感したわけです。水俣病の原因を

チッソは知っていて流し続けたわけです。水銀を使い続けたわけです。それはとんでも

ないことです。全く知らないで流しているのと知っていながらやっているというのは、

大きな違いで大変なことだと思う。それを行政、国や県もチッソの仲間になって隠蔽し

たということです。 

それで 1980年ごろ相良村で 勉強をしようかと。農薬の問題だとか合成洗剤の問題だと

かを「食べ物と健康の集い」という名前で、農家の人や学校の先生や地域の人たちと一緒

に20人くらい、（多い時は50人ぐらい）集まって月に一回ぐらいの割合で勉強会をやりま

した。我が家では、（疎開してきたものを入れると多いときには30人近く暮らしていたの

で）農業をずっとやっていたのです。僕が生まれたのは1941年太平洋戦争の半年前です。

戦時中のことは三歳ぐらいからの記憶はあります。戦争が終わったあとの食料問題があ

ります。日本の国が、敗戦で非常に大変な時代にチッソは化学肥料の硫安など作って農

家の増産に一定の貢献はしたわけです。けれども一方では、塩化ビニールを作る工程で

水銀を流したりしていたわけです。そういった非常に大変なことになっている。相良村

の中では農薬中毒をどうしたら減らせるかということで、農協に行って「農薬を売るな」

と言ったこともありました。もちろんそうはしてくれませんが。

それから合成洗剤の影響だろうと思いますが、背骨曲がりがある川魚がたくさん見つ

かったりして、洗剤追放運動も勉強会の中に入れました。 

1973年頃から数年間ですけれども、筋短縮症というのが社会問題となりました。症状は、

「しゃがんだ時にかかとにおしりがつかない」なぜそういうことが起きるかというと、子

どもの太ももやおしりあるいは上腕の筋肉に注射をするとそのあとがしこりになって

筋肉の発達が不良になるわけですね。発育不良のために筋肉が伸びない症例が出てき

た。最初は何故か、原因が分からなかった。山梨などで発見され、大変だということに

なってきたのです。九州山口広島注射による筋短縮症検診班を結成しました。私の同級

生でもあった松本文六君たちが中心になってその活動を始めました。私も参加して県内

で多発しているという天草へ検診に行きました。相当数の子どもさんがいて、整形外科

医や小児科医も一緒に行き、手術をして治すことまでやりました。あのころの患者さん

たちが今どうなっているのかは把握してないのですが。薬害もそうですけれども、本来

人を幸せにするべき医療が不幸というか薬害や医療過誤問題を起こしていると言うこ

とについて大変なことだと思ったのです。

もう一つ言い忘れていたことがありました。卒業してすぐ、九大内科の教授がある患者

さんの病気について論文を発表していました。ですが、この論文について、私の同級生

が、一人の患者さんではなく、実は二人の患者さんのデータをくっつけてひとり分とし

て出していたことに気づいたのです。それは大変なことだと言うことで、そのことを同

級生が追求しました。そういう出来事の延長に青年医師連合による外科病棟の封鎖とい

う出来事もあったわけです。本来、医療があるべき姿じゃないということで、私も若くて

青春時代でした。医療の矛盾や医療が何のためにあるかという本質がおろそかになり、

医学・医療が故意に捻じ曲げられていることをなんとかしなければという思いがありま

した。そのような思いで水俣病センター相思社を設立に参加することになります。水俣

病の第一次訴訟裁判の時、患者のみなさんたちの健康を診るためついて行く人が必要だ

ということで私が名乗りをあげました。健康管理の名目で随行したわけです。高野山ま

で行きました。大阪の厚生年金会館で浜元二徳さん、フミヨさんのきょうだいはじめ原

告と支援者たちが株主総会に出てきた社長に詰め寄るのはこのときですね。

もう一つ言い忘れていました。裁判を始めた時に渡辺栄蔵さんが会長になった際に彼が

「本日、ただいまより国家権力と対峙します。」 ということをそばで聞きました。大した

ことを言うと感心して聞いてきましたが、それがずっと後年、私たちが川辺川ダム反対

運動の時、この時のことを思い出します。やっぱり国家権力と戦うっていうのは大変な

ことだと。  相思社ができた後に「タケノコ塾」をやって、患者さんや市民と一緒に勉強会

をやったこともありました。水俣病汚染地区のあちこちで患者さんを診せてもらいまし

た。水俣の対岸にある獅子島（鹿児島県長島町）にも行きました。

ところで獅子島といえば、昭和38年から40年にかけて3年連続で球磨川の洪水があり、

亡くなった方々がありました。亡くなられたのは土砂災害が主な原因と思われますが、

球磨川から流され、その人たちのご遺体が何体か、獅子島に流れ着いていました。中には

遺体の引き取り手がなかった方がいらっしゃって、その人たちは 御所浦島に無縁仏と

して埋葬してあると獅子島でお世話になった藤本さんがおっしゃっていました。そんな

ところでも川辺川、球磨川との縁があるのか！と思ってびっくりしたことがあります。

話は変わりますが、82年頃、この地域で最高峰の市房山を中心に九州中央山地国定公園

に指定されることになりました。国定公園の指定を受けると山の樹木を勝手に切ること

ができなくなります。そこで国定公園の指定を受ける前に宮崎県側の市房山が皆伐され

数百町歩も天然林を切ってしまったのです。そのため伐採の10年後に崩れやすい真砂土

の市房山の崩壊がりました。悪魔の爪で引っ掻いたようだという表現していましたが、

とても無残な状態でした。その後、熊本県側でも国有林を切るという話が持ち上がった

のです。それはとんでもないことだと反対運動が持ち上がり、祭り上げられて会長とな

り、署名活動して4万筆を県議会に署名を持って行ったことがあります。それから、球磨

川共和国というのを池井良暢（よしのぶ）さんという方が大統領となって建国されまし

た。何のためかというとJ R湯前線を残そうという運動をされたわけです。学校の元校長

先生だった方です。

（ここで薪ストーブの火が消えてしまったため話題が変わる）

やっぱり薪とか炭とかを使わなくなったから山を見なくなった。僕が相良に帰ってきた

ころ、相良村の山中では電気がきてないところもありました。19 70年年ごろは、谷川で

小水力発電をやっていた集落がありました。だけど、谷川の水は常に同じ水量じゃない。

流れが大きくなったり小さくなったりそのたびに電灯が、蛍の光みたいに明るくなった

り暗くなったりする。患者さんの家族中には、電気はあてにならないからと石油ランプ

に火をともしたのにはびっくりしました。まだ電気が引かれていない山中の集落に往診

をしていました。

夜10時ぐらいに電話がかかってきて、「◯◯さんが倒れて意識がないから来てくれ」と言

われたことがありました。行ったことのない初めて聞く山の中の集落名ですので、県道

まで集落の入り口まで行くから迎えに来てくださいとお願いしました。車を降りてそこ

から30分、暗い山道を歩いて登って行きました。行きついたら患者さんは脳梗塞で意識

がない。その頃は、熊本市にもレントゲンC T撮影装置もなく、今のような救急車もない

時代でした。とりあえず応急処置をして、翌日また往診しました。地域の人に戸板で担架

を作ってもらって車の通る県道まで運び下ろして、そこから車に乗せて私の医院に連れ

て帰って入院してもらいました。一ヶ月ぐらい意識がなかったけど、だんだん元気が出

てきて半年くらいして家に帰ってもらい、室内を這い回ることができるようになりまし

た。一番遠くて、すごい場所は、五木村の掛橋（かけはし）というところでした。車を降り

てから山道を登り、山を越えたら今度は谷を渡ってということを繰り返して2時間くら

い歩きました。何回か往診したのですが、面白かったですよ。そういう山中に行くと医者

が来ることは滅多にないわけです。「ようきなった！！」と、その患者さんの家では、「ご

飯食べて行きなさい」と。ご飯だけじゃなくて、透明なお茶が出るわけ（笑）。味噌漬けイ

ノシシの肉を囲炉裏で焼いてくれる。いい気分になって外に出ると、隣の家からも「せっ

かく来なったで、うちにも寄っていきない」と、また透明なお茶が出る。焼酎ですね。そし

て、帰りは時々転びながら山を下って帰る。道は木馬道（きんまみち）を歩きました。木馬

道は、山で木を切って、橇(そり)に材木を積み、牛にひかせて運ぶための道で、手ごろな

木を道に沿って横向きに並べた道のことです。そして、相良村に牛駄場(うしだば)とい

う地名があって、そこに材木を集めて屈強な牛に材木を引かせていかだに組んで流す。

そんな屈強な牛を集める場所だったのです。そういうところにも徒歩で往診もしていま

した。 

それでまあ 相良村の状況もそんな風で、ダムを作る場所（ダムサイト予定地）のすぐ上

流には藤田、野原という集落があったのです。そこには小学校もあり、最盛期には児童も

120人ぐらいいました。1963年から1965（昭和40）年に洪水があったことから川辺川ダ

ム計画がされた当時の建設省が1966（昭和41）年に発表し、藤田や野原ばかりではなく

五木村の川辺川沿いの集落は強制的に移住させられた。その集落はもうひとっこひとり

住んでない。そういう場所やその右左の山の中にも往診しました。

球磨川共和国の話に戻ると、もともと湯前線の廃止計画に反対し、存続をさせようとい

う運動だったのです。2年あまりの活動の結果、球磨川鉄道は「くまがわ鉄道」として残る

ということになった。じゃあ球磨川共和国は解散しようという話になったが、せっかく

これだけの人が集まっていてもったいない、  何らかの形で残そうということになった。

じゃあ、何をしようか？川辺川ダムの勉強をしようか？ということで川辺川やダムのこ

とを考えることになった。

その前ぐらいに僕はもう一つやっていたことがあって、ゴルフ場反対運動をやりまし

た。（私が中３の時ですが、１９５６（昭和31）年四浦村と川村とが合併して相良村となり

ました。その合併で川村小学校、川村中学校が相良南小学校、相良南中学校になっていま

した。）その相良南の小・中学校は飲料水として地下水を利用していました。その地下水

の水源地にあたる場所にゴルフ場建設計画が持ち上がりました。「これは児童生徒の健

康に影響が出るかもしれない。学校医としては見過ごすことはできない。」と思いまし

た。相良村役場の横に、瀬戸堤（せとのつつみ）というのがあります。

その上流にあたる山江村の山を開いてゴルフ場を作ろうという計画が持ち上がったの

です。ゴルフ場はものすごく農薬を使うわけです。水源地にあたる場所で農薬を使うと

その農薬が何かの拍子に地下水に入って、小学校や中学校の生徒にとって大変なことに

なるのではないかと反対運動をしたわけです。その時もゴルフ場の勉強会を始め、いろ

んなことをやりましたが、となりの山江村の当時の村長さんに陳情というか抗議に行き

ました。村長さんが、昨晩のお酒の酔いが冷めないで赤い顔をして出てきたところを捕

まえて、「ゴルフ場建設をやめてくれ」と詰め寄る。我々に同調する山江村の職員も含め

て数名で行った。ちょうどバブルが崩壊した時に当たったから、山江村のゴルフ場はで

きないことになったのです。しかし、同時にゴルフ場を作ろうとした深田村にはできて

しまった。山江村の方は、私たちが反対運動やったのと、バブル崩壊と重なって出来な

かったが、深田村はできてしまった。深田村にもゴルフ場反対者がいたのですけれども

パワーが足りなかったのですかねぇ。そんなこともありゴルフ場反対運動に参加してい

た人たちもダム反対運動に参加してきました。

森山：話が変わりますが、甘夏事件で相思社役員が総辞職して緒方先生の理事就任は、こ

のタイミングですか？

緒方：そうですね。相思社の生活学校を作った時、うちに生まれていた子牛（メス）を連れ

て行ったのですよ。それを生活学校の生徒たちが飼っていましたね。

それから養生所の近沢一充さん（愛称：ちかさん）は、私のところに鍼灸師として週に一

回、10年ぐらい患者さんの治療に来てくれました。最初、彼は水俣にはボランティア（水

俣に移動診療所を作ろうというグループの一員だったと思います）で来たのです。ほか

のボランティアと一緒にやっていましたが、「水俣病患者さんを何とかしないといけな

い。症状の改善するのはどうしたらいいか。」と考えていたのです。ある時、東京から女性

の鍼灸師さんが水俣に見えて患者さんに針治療をしたら、気持ちがいい、楽になったと

言うことで、相思社でもこういう事したらいいのではないかということで、近さんが鹿

児島の鍼灸師の学校へ行って鍼灸師の資格をとったのです。知りませんでしたか？

森山：知りませんでした。お話しすることはありますが、患者さんの話はよく聞くけれど

もフォローした人や支援者の話を私たちも知らなくて、本人もそういうことを声高にい

うタイプの人たちじゃないので、こっちからも聞かないことには言われないです。

緒方：彼もわざわざ北海道からやってきている。向こうで仕事がなかったわけじゃない

でしょう。相思社に来る人たちはみんな優秀です。なんでこんな所に来るのかな？と

（笑）。どこへ行ったって立派に仕事できる人ばかり。あなたたちも含めて、おかしいなぁ

と思います（笑） 物理学者だったり、研究室に残れば素晴らしい研究したというような

人がいて、魚売りになったりする人もいたりいろいろ不思議な人がいる。

私は、ゴルフ場反対運動をして、山江村にはできなかった。その後、ダム反対運動に入っ

た。池井先生が亡くなられたあと私が「清流球磨川・川辺川を未来に手渡す流域郡市民の

会（手わたす会）」の代表に推薦されました。その後 4年ぐらいで大学の後輩でもある岐

部明廣先生と共同代表になりました。ダム問題について紆余曲折ありましたが、相良村

長、人吉市長に続いて県知事がダム反対・中止を宣言したために、一旦、ダム中止になっ

たわけです。相良村の徳田正臣村長と人吉市の田中信孝市長、蒲島郁夫知事。でも蒲島知

事よりもその前の潮谷義子知事が民主主義の基本に則って県民集会を開きました。あれ

がものすごく大きかった。地域住民の生の声を聞いて議論しようというところがすご

かったのです。熊本県の鎌倉さんが知事の意志を汲んでやってくれた。それでダム建設

計画は一旦ストップしたけれど、10年間洪水防止の対策をしなかった蒲島知事が自民党

のダム推進派、あるいはゼネコンの意向に負けたのではないかと思われますが、作ると

言う方向に転換してしまったわけです。蒲島知事以前の熊本県知事はこれまでは永くて

も三期で交代していました。長ければ弊害も出てくるためでしょう。現知事が例外的に4

期やったということは、蒲島知事の前に何らかのエサがぶら下がったのかと話す人もい

ます。 2年前の洪水を待っていたふしもある。だから洪水があってすぐ相良村に来て、ダ

ムがあれば洪水は防げた、だから流水型ダムを作ると。そんなきっかけをねらっていた

のでしょうね。どこからか力が働いてそう言う方向へ。

森山：ここまで来たらダムはできてしまうと思われますか？

緒方：わかりません。まだ方法がないことはないかなと思います。私も相良村の議会で聞

かれました。徳田議員、前村長に。教育長はどう思うのかと。個人としては反対でダムを

作るべきではないと言いました。教育長としてもそうなのだけど、個人としては絶対反

対と言っています。現在の吉松啓一村長には、「ダムは反対だから」と言って教育長を引

き受けました。国や県がダムづくりを餌にして、そのほかの政策を進めようとするわけ

です。村作りをして行くのにダムを反対し続けると財政的に干し上げてやるぞっていう

ような脅しをかけたりするわけです。本当は、それは関係ないことであり、卑怯な手を使

うべきじゃないけど実際の政治の場ではあるのです。

そんなこと（財源を盾にした弱い者いじめのようなこと）が、ずっと水俣病認定について

も行われてきたわけです。医学的な論争じゃなくてチッソとか国の思惑に従う方向で話

が進められ、御用学者たちには研究費を代償にぶら下げ、研究者たちは、研究費が欲しい

ため、自分の思いと違うことを言わざるを得なかったのかなと思う。だから原田先生み

たいな人は、稀有な存在。ほかにも例えば共立病院グループの高岡滋先生や藤野糺先生

などをはじめ在野の医師のうちには、本当に真面目に取り組んできている人がいます。

ですが、水俣市内の開業医もあまりそんなものに触れたくない。触れるとやけどをする

という気持ちがあるのかと思います。新たに申請用の診断書を書いてくれる医師は少な

いのも現実です。だから「水俣病はもうたくさん」となって、水俣病については根本的な

解決はなされない。そのために今でも苦しんでいる人たちがたくさんいるわけです。本

当に被害の実態というのはわかってないわけでしょ。 水俣病患者の総数はおそらく何

10万人もいると思う。その結果、 一番被害が顕著であった時代に患者になった、ハン

ターラッセル症候群を表した頂点の人たちだけを水俣病と認定してしまっている。それ

以外の人たちについては、熊本大学もごく一部を除いてちゃんと研究しなかったし、追

跡もしなかった。それが水俣病問題を非常に矮小化してしまったと思う。一部の医師が

まともに取り上げてもいわゆる神経学の権威者が認めない事態になった。（その結果世

界の水俣病研究からは取り残されています。）僕も研修医のころ、神経内科に所属してい

ました。そのときの教授は黒岩義五郎さん。新潟大学教授の椿忠雄さんたちと同級生か

と。黒岩教授と助教授が 後に熊本大学教授となった荒木叔郎(しゅくろう)さん。僕は研

修医で、友達と一緒に神経内科を勉強しようかなと研修期間では一番長く神経内科にい

て研修していた。あの頃は、こっち側から言うと「大学闘争」、大学側から言わせれば「大

学紛争」の時期で、論文事件の時も教授たちと徹夜して、「おかしいじゃないか」と団体交

渉をやっていました。黒岩先生から「お前は神経内科に残れ」と言われたことがあり、も

し残っていれば僕は相良村に帰って来ずに、水俣病の審査員になっていたかもしれない

（笑）。残念でした（笑）。そうするといまごろは左うちわだったかもしれない（笑）。 

人の運命は、ちょっとしたことで変わると思うのです。

森山：予定の時間が過ぎましたが、原田先生を訪問するというのは高校生の時に水俣病

のことをご存じでより深く知りたくなったとのことですが、水俣のことにもう一歩近づ

いた理由は何かありますか。

緒方：大学に入っていろいろな問題と関わるようになったことは大きいですね。水俣病

というのは大変な問題でもうちょっと勉強しようと思った。相良村に将来は帰るだろう

が、もうちょっと勉強したいという思いがありました、父が村長になったものだから、

「お前が帰って来んと村の人が困るから帰って来い」と言われた。水俣病は相良村から見

れば隣の郡市の出来事なのにちゃんと知らないので原田先生に教えてもらい勉強しよ

うと思った。何せ、近いところに生まれ育ったのに医者として水俣病について知らない

と言うのはいかんなということです。本当にちょっとしたことです。父は、権威にちょっ

と弱いところがあったので、もし大学に残るということになっていればそれは反対しな

かったかもしれないですね。

森山：宮崎県側の山が皆伐され山崩れが起きて、県議会に署名を持ち込まれたお話の結

果はどういう風になられたのでしょうか。

緒方：皆伐から択伐方式になったのです。大きい木だけ抜き切りするのです。それからダ

ム反対運動やるうちに今度は川辺川の多目的ダムの水を利用して球磨川の北側・右岸に

も川辺川から水を引いて、灌漑する計画を国（農林水産省）が作った。相良だけではなく、

多良木まで水を引いていくという計画だった。人吉、山江もちろんそうですけど、「計画

では水代はタダだ」と相良の村長が言った。ところが本当は、農家の負担が相当あるわけ

です。だから、「でたらめ言うな！」ということになり、農家が利水事業反対運動始めた。

それは、ダム中止運動に大きな影響を与えているのです。当時の原告団長が、梅山究(ふ

かし)さんと言う元相良村職員で相良村の教育長までやった人です。梅山さんの意を汲

んで板井優弁護士が、一生懸命やってくれ、当事者の農家も頑張りまして止まりました

ね。板井優さんの奥様・板井八重子さんは、原田正純先生と胎児性水俣病のことをやった

人ですね。

 

森山：毎年、横浜から来られる常連高校が、板井先生のお話を聞かれています。今年と去

年はコロナで対面できず、Z O O Mでやってもらいました。毎回先生は、涙を流しながら

お話をされます。

緒方：あのご夫婦も素晴らしい人たちですね。

（このあたりで薪ストーブが消えたため話題変わる）

昔は五右衛門風呂で、中学生ぐらいの時は風呂焚き係でした。鶏をひねるのも僕で、五右

衛門風呂の下でひねった鶏の産毛を焼くのですよ。そしてさばくのです（笑）

森山：では、最後の特措法のところをお願いします。

緒方：要するに認定基準の問題ですよね。認定基準を非常に狭くとっているわけでしょ。

原田モデルのピラミッドの頂点だけを水俣病と認定しているわけで、原田さんのピラ

ミッドモデルのせめて中間ぐらいまでは認めるべきですよね。それがまったく典型的な

ハンターラッセルしか認めない感じでしょ。病気というのが、今のコロナを見てもわか

りますよね。ひどい人は死ぬけれども、一方では感染しているけど全然症状もない人も

いる。そうかと思えば症状が収まって、症状が治まってウイルスがいなくなっちゃって

も後遺症が残っていて悩んでいる人もいっぱいいるわけです。コロナでは検査で陽性で

あれば症状がなくても隔離されました。水俣病だって全く一緒ですよ。ひどい人がそれ

はひどい人もいるけど 症状が軽いけれども実生活で困っている人がいっぱいいるとい

うこともあるわけで、一律にある程度のレベルでないと認めないというのはでたらめな

ことですね。水俣病ではコロナ感染とは違って慢性の中枢神経障害の症状で悩んでいる

人がたくさんいるのです。あの原爆でもですね、黒い雨にうたれた人は認めてやりま

しょう。まあ、全部認めているわけじゃないですけど、比較的そういうふうなこともでき

るわけですよね。だからやろうと思えばできる。全く水俣病に関してはガチッと決めて

しまって、一歩も外へ出ないという感じです。特に新潟県や鹿児島県に比べて、熊本県は

行政が意固地になっているように感じられます。また、これは医学や医療の問題で、いわ

ゆる権威のある医者、神経学者たちの問題ですよね。この人たちが本当に患者さんに寄

り添って患者さんのことを考えてやろうという気持ちが無いっていうことですね。自分

の業績だけです。今のダム問題での知事といっしょのような気がします。

森山：メグの話が出てきますね。国水研のデータの偏りというか、認定者しかだしてな

いって。

緒方：結局そうなのですよ。水俣病の権威者たちは、認定された人たちしか見てな

い。実際に現地に来て、水俣病の患者さんの話を聞き、地域の状況を見る人はいな

い。徳臣教授自体が、水俣病の認定された人しか研究対象にしてなかった。最近、高

岡滋さんが本を出したでしょ。あれ読んだら面白いですよ。水俣病に関して、いかに

医者がでたらめなことをやったか書いています。権威のある医者達なのに。

（省略　５分ほど原発や戦争などについて雑談）

森山：年末の押し迫った時にお話いただいて本当

にありがとうございました。

竹中：ありがとうございました。

2022年12月29日（木）

内容：水俣市のすぐお隣り、相良村で生まれ育った緒方先生が、どのように水俣と出会

い、積極的に関わり続け、医師として水俣のできごとを医師としてどのように考えてい

るかをお話しいただいた。

森山：今日はお忙しいところをありがとうございます。1時間ぐらいお話を聞かせても

らってよろしいでしょうか。水俣と出会うきっかけは、原田先生と出会う前にあるよう

に思いますが。

緒方：大学に入った（1963（昭和38）年11月に三井三池の炭塵爆発が起きました。

九大一内科教授「勝木司馬之介氏」は、熊本大学内科教授として昭和33年から35年まで熊

本大学の内科教授として熊本大学の水俣病研究班に所属していたので水俣病の研究に

もタッチしていました。この人が、専門課程の時に臨床講義で三井三池のC O中毒患者

さんを連れてきて、説明をしてくれました。（5年生の時、中枢神経＝脳に後遺症を残して

いる患者さんを目の前にして説明をしたのです。）

炭鉱爆発事件の前ですが、教養課程を終えて、医学部に移った際（３年生）に サリドマイ

ドの障害児支援グループが早稲田大学からやってきて、サリドマイド児についての報告

をし、救援活動をしていることを話してくれました。大変なことが起こっていることを

知り、同様の活動を九州でもやろうかと話が出て、支援活動に参加した。

その頃は、いろんな問題が起こっていて、薬害問題、例えばスモン病をはじめ（風邪薬キ

セナラミン事件）クロロキン、その他いろいろな薬害問題が起こっていたし、またベトナ

ることは、まあ知っていたわけです。そして、5年生の時に 1968年カネミ事件が起こった

のです。でその時に授業で講義をした九大の皮膚科の講師が、「実は俺はごく最近変な病

気が出てきたことを知った。発熱や身体のだるさを訴えたり、黒いニキビができたりろ
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んな症状が出る病気が起こっている。その原因物質も自分としてはほぼつかんだ。しか

し、もっと症例をたくさん集めて それを学会でどかんと発表して、名前を売りたい。」と

いうようなことを言ったのです。その言葉を聞いて「それはおかしいのではないか？」お

かしなこと言うなと思ったのです。「医者であればそういう病気が発生しないように世

間に知らせる、少しでも早く社会に知らせる」ということが、大事なんじゃないのと同期

の仲間と考えました。

実は、戦後の医師養成課程はGHQの指令により、6年間の大学課程修了後１年間無給で

病院での実地修練（インターン）をして後に国家試験を受けるという制度が取り入れら

れていました。先輩たちが長年反対運動を続けてきたのですが、僕らの卒業する前の年

から 医学部を卒業し、１年間インターンをやったのちに国家試験受ける制度がなくな

り、卒業と同時に医師国家試験を受験できるという制度に変わったのです。しかし、それ

に変わる卒後研修制度を国が作っていなかったのです。そこで自主的に研修をやろうと

カリキュラムを自分たちで作ってやり始めた。医学部ではそのインターン闘争の中から

全国的に学生運動がおこり、その中で「東大の闘争」があったわけです。九大医学部でも

呼応する形で、インターン廃止運動に参加し、「学問は、誰のためにあるのか」「医療はど

うあるべきか」と。患者のために我々は医者になろうとしているのに医学部はどうもお

かしいのではないかということで、外科研究棟と言われていた建物一棟を封鎖し、先輩

の医者や研究者たちが出入りできないようにしてしまい、大学の教授会と医学や医療の

問題について話し合いをしました。

そういう運動の最中、1969年に米軍基地に帰ってくるファントムが墜落した事件が発生

しました。学生たちは「機体を象徴としてそのまま残せ」と主張し、討論会やデモをやり

ました。そう言った運動のさなかに我々の年代から卒業と同時に国家試験を受けて医師

のライセンスが取れるということになり、私たちの学年は6月に医師免許を取ったので

す。

私は医師免許を取るとすぐ原田正純先生のところに「水俣病について教えてください」

とお願いしに行ったわけです。当時、先生は講師でした。熊大では昔の精神神経科の木造

研究棟におられた。「俺のとこに来るよりも水俣に行って直接患者さんの話を聞きその

状況を見せてもらって、診察させてもらえ」と言われたんです。その時は僕一人で原田先

生に会いに行きました。その後は、仲の良い一級上の友達と水俣に一緒に行くようにな

りましたが、その頃は、まだ新幹線はもちろん、高速道路もなく国道三号線や鹿児島本線

を利用しました。

水俣に行って、いろんな人がいましたが、堀田静穂さんが活躍し始めておられ、案内して

もらいました。最初はどうやって行ったのか覚えてないけど、たぶん彼女の案内で芦北

町の女島に行ったのです。女島に行って、そこで重症の患者さん、小崎弥三さんの寝て

らっしゃる姿を見て、言葉も出なかった。脳卒中最重症者と同じような状態で声も出ず

手足も動かせない状態だったのでショックを受けました。大変な病気だというのが水俣

病の患者さんを見た最初の印象です。

それから後、原田先生が水俣の患者さんを診察に行かれるときに熊大の学生と一緒につ

いて行きました。熊大では、学生たちが地域医療研究会をやっていた。その地域医療研究

会に集まってきた医学生や看護学生と出月、月浦、茂道などをはじめ水俣病多発地帯を

一緒にあちこちに行ったり、勉強会をやったり、夏休みに１週間合宿をして勉強会など

もやりました。合宿したのは、そのころ、浴野成生さんや鶴田和仁さんたちがまだ学生

だった。その人たちと活動を何年かやりました。地域医療研究会の人たちと一緒に御所

浦島にも行きました。御所浦には最初のうち水俣病はいないということになっていたの

ですけど、行ったら立派な水俣病の方がたくさんいるじゃないのっていうことです。そ

の時も数日間泊まり込んで調査をし、汚染のひどさにびっくりしました。海は繋がって

いるのだから当然ですね。白倉さんという御所浦の患者さんのリーダー的な人たちとも

お会いしました。

71年、相良村に帰って村医者になったのですが、村に帰って診療を始めると驚いたこと

に農薬中毒の患者を多数診ました。有機リン系の殺虫剤としての農薬で、いわゆるサリ

ンの仲間による中毒患者です。それからカーバメイト系とかクロールピクリンとか、い

ろいろな農薬で農家の人たちが倒れていて、これはおかしいと思いました。健康維持や

命をつないでいくための農業で、農作物を作る人たちがその作業で死んでいくのは大変

なことじゃないかと。私も勉強をして、緊急の場合、田んぼの畦道で点滴したりしたこと

もありました。そういう状況を体験して、「医者っていうのは やっぱり出来上がった病

気を治すということじゃなくて、病気にならないようにするということが非常に大きな

仕事なんじゃないか」ということをまたそこでも痛感したわけです。水俣病の原因を

チッソは知っていて流し続けたわけです。水銀を使い続けたわけです。それはとんでも

ないことです。全く知らないで流しているのと知っていながらやっているというのは、

大きな違いで大変なことだと思う。それを行政、国や県もチッソの仲間になって隠蔽し

たということです。 

それで 1980年ごろ相良村で 勉強をしようかと。農薬の問題だとか合成洗剤の問題だと

かを「食べ物と健康の集い」という名前で、農家の人や学校の先生や地域の人たちと一緒

に20人くらい、（多い時は50人ぐらい）集まって月に一回ぐらいの割合で勉強会をやりま

した。我が家では、（疎開してきたものを入れると多いときには30人近く暮らしていたの

で）農業をずっとやっていたのです。僕が生まれたのは1941年太平洋戦争の半年前です。

戦時中のことは三歳ぐらいからの記憶はあります。戦争が終わったあとの食料問題があ

ります。日本の国が、敗戦で非常に大変な時代にチッソは化学肥料の硫安など作って農

家の増産に一定の貢献はしたわけです。けれども一方では、塩化ビニールを作る工程で

水銀を流したりしていたわけです。そういった非常に大変なことになっている。相良村

の中では農薬中毒をどうしたら減らせるかということで、農協に行って「農薬を売るな」

と言ったこともありました。もちろんそうはしてくれませんが。

それから合成洗剤の影響だろうと思いますが、背骨曲がりがある川魚がたくさん見つ

かったりして、洗剤追放運動も勉強会の中に入れました。 

1973年頃から数年間ですけれども、筋短縮症というのが社会問題となりました。症状は、

「しゃがんだ時にかかとにおしりがつかない」なぜそういうことが起きるかというと、子

どもの太ももやおしりあるいは上腕の筋肉に注射をするとそのあとがしこりになって

筋肉の発達が不良になるわけですね。発育不良のために筋肉が伸びない症例が出てき

た。最初は何故か、原因が分からなかった。山梨などで発見され、大変だということに

なってきたのです。九州山口広島注射による筋短縮症検診班を結成しました。私の同級

生でもあった松本文六君たちが中心になってその活動を始めました。私も参加して県内

で多発しているという天草へ検診に行きました。相当数の子どもさんがいて、整形外科

医や小児科医も一緒に行き、手術をして治すことまでやりました。あのころの患者さん

たちが今どうなっているのかは把握してないのですが。薬害もそうですけれども、本来

人を幸せにするべき医療が不幸というか薬害や医療過誤問題を起こしていると言うこ

とについて大変なことだと思ったのです。

もう一つ言い忘れていたことがありました。卒業してすぐ、九大内科の教授がある患者

さんの病気について論文を発表していました。ですが、この論文について、私の同級生

が、一人の患者さんではなく、実は二人の患者さんのデータをくっつけてひとり分とし

て出していたことに気づいたのです。それは大変なことだと言うことで、そのことを同

級生が追求しました。そういう出来事の延長に青年医師連合による外科病棟の封鎖とい

う出来事もあったわけです。本来、医療があるべき姿じゃないということで、私も若くて

青春時代でした。医療の矛盾や医療が何のためにあるかという本質がおろそかになり、

医学・医療が故意に捻じ曲げられていることをなんとかしなければという思いがありま

した。そのような思いで水俣病センター相思社を設立に参加することになります。水俣

病の第一次訴訟裁判の時、患者のみなさんたちの健康を診るためついて行く人が必要だ

ということで私が名乗りをあげました。健康管理の名目で随行したわけです。高野山ま

で行きました。大阪の厚生年金会館で浜元二徳さん、フミヨさんのきょうだいはじめ原

告と支援者たちが株主総会に出てきた社長に詰め寄るのはこのときですね。

もう一つ言い忘れていました。裁判を始めた時に渡辺栄蔵さんが会長になった際に彼が

「本日、ただいまより国家権力と対峙します。」 ということをそばで聞きました。大した

ことを言うと感心して聞いてきましたが、それがずっと後年、私たちが川辺川ダム反対

運動の時、この時のことを思い出します。やっぱり国家権力と戦うっていうのは大変な

ことだと。  相思社ができた後に「タケノコ塾」をやって、患者さんや市民と一緒に勉強会

をやったこともありました。水俣病汚染地区のあちこちで患者さんを診せてもらいまし

た。水俣の対岸にある獅子島（鹿児島県長島町）にも行きました。

ところで獅子島といえば、昭和38年から40年にかけて3年連続で球磨川の洪水があり、

亡くなった方々がありました。亡くなられたのは土砂災害が主な原因と思われますが、

球磨川から流され、その人たちのご遺体が何体か、獅子島に流れ着いていました。中には

遺体の引き取り手がなかった方がいらっしゃって、その人たちは 御所浦島に無縁仏と

して埋葬してあると獅子島でお世話になった藤本さんがおっしゃっていました。そんな

ところでも川辺川、球磨川との縁があるのか！と思ってびっくりしたことがあります。

話は変わりますが、82年頃、この地域で最高峰の市房山を中心に九州中央山地国定公園

に指定されることになりました。国定公園の指定を受けると山の樹木を勝手に切ること

ができなくなります。そこで国定公園の指定を受ける前に宮崎県側の市房山が皆伐され

数百町歩も天然林を切ってしまったのです。そのため伐採の10年後に崩れやすい真砂土

の市房山の崩壊がりました。悪魔の爪で引っ掻いたようだという表現していましたが、

とても無残な状態でした。その後、熊本県側でも国有林を切るという話が持ち上がった

のです。それはとんでもないことだと反対運動が持ち上がり、祭り上げられて会長とな

り、署名活動して4万筆を県議会に署名を持って行ったことがあります。それから、球磨

川共和国というのを池井良暢（よしのぶ）さんという方が大統領となって建国されまし

た。何のためかというとJ R湯前線を残そうという運動をされたわけです。学校の元校長

先生だった方です。

（ここで薪ストーブの火が消えてしまったため話題が変わる）

やっぱり薪とか炭とかを使わなくなったから山を見なくなった。僕が相良に帰ってきた

ころ、相良村の山中では電気がきてないところもありました。19 70年年ごろは、谷川で

小水力発電をやっていた集落がありました。だけど、谷川の水は常に同じ水量じゃない。

流れが大きくなったり小さくなったりそのたびに電灯が、蛍の光みたいに明るくなった

り暗くなったりする。患者さんの家族中には、電気はあてにならないからと石油ランプ

に火をともしたのにはびっくりしました。まだ電気が引かれていない山中の集落に往診

をしていました。

夜10時ぐらいに電話がかかってきて、「◯◯さんが倒れて意識がないから来てくれ」と言

われたことがありました。行ったことのない初めて聞く山の中の集落名ですので、県道

まで集落の入り口まで行くから迎えに来てくださいとお願いしました。車を降りてそこ

から30分、暗い山道を歩いて登って行きました。行きついたら患者さんは脳梗塞で意識

がない。その頃は、熊本市にもレントゲンC T撮影装置もなく、今のような救急車もない

時代でした。とりあえず応急処置をして、翌日また往診しました。地域の人に戸板で担架

を作ってもらって車の通る県道まで運び下ろして、そこから車に乗せて私の医院に連れ

て帰って入院してもらいました。一ヶ月ぐらい意識がなかったけど、だんだん元気が出

てきて半年くらいして家に帰ってもらい、室内を這い回ることができるようになりまし

た。一番遠くて、すごい場所は、五木村の掛橋（かけはし）というところでした。車を降り

てから山道を登り、山を越えたら今度は谷を渡ってということを繰り返して2時間くら

い歩きました。何回か往診したのですが、面白かったですよ。そういう山中に行くと医者

が来ることは滅多にないわけです。「ようきなった！！」と、その患者さんの家では、「ご

飯食べて行きなさい」と。ご飯だけじゃなくて、透明なお茶が出るわけ（笑）。味噌漬けイ

ノシシの肉を囲炉裏で焼いてくれる。いい気分になって外に出ると、隣の家からも「せっ

かく来なったで、うちにも寄っていきない」と、また透明なお茶が出る。焼酎ですね。そし

て、帰りは時々転びながら山を下って帰る。道は木馬道（きんまみち）を歩きました。木馬

道は、山で木を切って、橇(そり)に材木を積み、牛にひかせて運ぶための道で、手ごろな

木を道に沿って横向きに並べた道のことです。そして、相良村に牛駄場(うしだば)とい

う地名があって、そこに材木を集めて屈強な牛に材木を引かせていかだに組んで流す。

そんな屈強な牛を集める場所だったのです。そういうところにも徒歩で往診もしていま

した。 

それでまあ 相良村の状況もそんな風で、ダムを作る場所（ダムサイト予定地）のすぐ上

流には藤田、野原という集落があったのです。そこには小学校もあり、最盛期には児童も

120人ぐらいいました。1963年から1965（昭和40）年に洪水があったことから川辺川ダ

ム計画がされた当時の建設省が1966（昭和41）年に発表し、藤田や野原ばかりではなく

五木村の川辺川沿いの集落は強制的に移住させられた。その集落はもうひとっこひとり

住んでない。そういう場所やその右左の山の中にも往診しました。

球磨川共和国の話に戻ると、もともと湯前線の廃止計画に反対し、存続をさせようとい

う運動だったのです。2年あまりの活動の結果、球磨川鉄道は「くまがわ鉄道」として残る

ということになった。じゃあ球磨川共和国は解散しようという話になったが、せっかく

これだけの人が集まっていてもったいない、  何らかの形で残そうということになった。

じゃあ、何をしようか？川辺川ダムの勉強をしようか？ということで川辺川やダムのこ

とを考えることになった。

その前ぐらいに僕はもう一つやっていたことがあって、ゴルフ場反対運動をやりまし

た。（私が中３の時ですが、１９５６（昭和31）年四浦村と川村とが合併して相良村となり

ました。その合併で川村小学校、川村中学校が相良南小学校、相良南中学校になっていま

した。）その相良南の小・中学校は飲料水として地下水を利用していました。その地下水

の水源地にあたる場所にゴルフ場建設計画が持ち上がりました。「これは児童生徒の健

康に影響が出るかもしれない。学校医としては見過ごすことはできない。」と思いまし

た。相良村役場の横に、瀬戸堤（せとのつつみ）というのがあります。

その上流にあたる山江村の山を開いてゴルフ場を作ろうという計画が持ち上がったの

です。ゴルフ場はものすごく農薬を使うわけです。水源地にあたる場所で農薬を使うと

その農薬が何かの拍子に地下水に入って、小学校や中学校の生徒にとって大変なことに

なるのではないかと反対運動をしたわけです。その時もゴルフ場の勉強会を始め、いろ

んなことをやりましたが、となりの山江村の当時の村長さんに陳情というか抗議に行き

ました。村長さんが、昨晩のお酒の酔いが冷めないで赤い顔をして出てきたところを捕

まえて、「ゴルフ場建設をやめてくれ」と詰め寄る。我々に同調する山江村の職員も含め

て数名で行った。ちょうどバブルが崩壊した時に当たったから、山江村のゴルフ場はで

きないことになったのです。しかし、同時にゴルフ場を作ろうとした深田村にはできて

しまった。山江村の方は、私たちが反対運動やったのと、バブル崩壊と重なって出来な

かったが、深田村はできてしまった。深田村にもゴルフ場反対者がいたのですけれども

パワーが足りなかったのですかねぇ。そんなこともありゴルフ場反対運動に参加してい

た人たちもダム反対運動に参加してきました。

森山：話が変わりますが、甘夏事件で相思社役員が総辞職して緒方先生の理事就任は、こ

のタイミングですか？

緒方：そうですね。相思社の生活学校を作った時、うちに生まれていた子牛（メス）を連れ

て行ったのですよ。それを生活学校の生徒たちが飼っていましたね。

それから養生所の近沢一充さん（愛称：ちかさん）は、私のところに鍼灸師として週に一

回、10年ぐらい患者さんの治療に来てくれました。最初、彼は水俣にはボランティア（水

俣に移動診療所を作ろうというグループの一員だったと思います）で来たのです。ほか

のボランティアと一緒にやっていましたが、「水俣病患者さんを何とかしないといけな

い。症状の改善するのはどうしたらいいか。」と考えていたのです。ある時、東京から女性

の鍼灸師さんが水俣に見えて患者さんに針治療をしたら、気持ちがいい、楽になったと

言うことで、相思社でもこういう事したらいいのではないかということで、近さんが鹿

児島の鍼灸師の学校へ行って鍼灸師の資格をとったのです。知りませんでしたか？

森山：知りませんでした。お話しすることはありますが、患者さんの話はよく聞くけれど

もフォローした人や支援者の話を私たちも知らなくて、本人もそういうことを声高にい

うタイプの人たちじゃないので、こっちからも聞かないことには言われないです。

緒方：彼もわざわざ北海道からやってきている。向こうで仕事がなかったわけじゃない

でしょう。相思社に来る人たちはみんな優秀です。なんでこんな所に来るのかな？と

（笑）。どこへ行ったって立派に仕事できる人ばかり。あなたたちも含めて、おかしいなぁ

と思います（笑） 物理学者だったり、研究室に残れば素晴らしい研究したというような

人がいて、魚売りになったりする人もいたりいろいろ不思議な人がいる。

私は、ゴルフ場反対運動をして、山江村にはできなかった。その後、ダム反対運動に入っ

た。池井先生が亡くなられたあと私が「清流球磨川・川辺川を未来に手渡す流域郡市民の

会（手わたす会）」の代表に推薦されました。その後 4年ぐらいで大学の後輩でもある岐

部明廣先生と共同代表になりました。ダム問題について紆余曲折ありましたが、相良村

長、人吉市長に続いて県知事がダム反対・中止を宣言したために、一旦、ダム中止になっ

たわけです。相良村の徳田正臣村長と人吉市の田中信孝市長、蒲島郁夫知事。でも蒲島知

事よりもその前の潮谷義子知事が民主主義の基本に則って県民集会を開きました。あれ

がものすごく大きかった。地域住民の生の声を聞いて議論しようというところがすご

かったのです。熊本県の鎌倉さんが知事の意志を汲んでやってくれた。それでダム建設

計画は一旦ストップしたけれど、10年間洪水防止の対策をしなかった蒲島知事が自民党

のダム推進派、あるいはゼネコンの意向に負けたのではないかと思われますが、作ると

言う方向に転換してしまったわけです。蒲島知事以前の熊本県知事はこれまでは永くて

も三期で交代していました。長ければ弊害も出てくるためでしょう。現知事が例外的に4

期やったということは、蒲島知事の前に何らかのエサがぶら下がったのかと話す人もい

ます。 2年前の洪水を待っていたふしもある。だから洪水があってすぐ相良村に来て、ダ

ムがあれば洪水は防げた、だから流水型ダムを作ると。そんなきっかけをねらっていた

のでしょうね。どこからか力が働いてそう言う方向へ。

森山：ここまで来たらダムはできてしまうと思われますか？

緒方：わかりません。まだ方法がないことはないかなと思います。私も相良村の議会で聞

かれました。徳田議員、前村長に。教育長はどう思うのかと。個人としては反対でダムを

作るべきではないと言いました。教育長としてもそうなのだけど、個人としては絶対反

対と言っています。現在の吉松啓一村長には、「ダムは反対だから」と言って教育長を引

き受けました。国や県がダムづくりを餌にして、そのほかの政策を進めようとするわけ

です。村作りをして行くのにダムを反対し続けると財政的に干し上げてやるぞっていう

ような脅しをかけたりするわけです。本当は、それは関係ないことであり、卑怯な手を使

うべきじゃないけど実際の政治の場ではあるのです。

そんなこと（財源を盾にした弱い者いじめのようなこと）が、ずっと水俣病認定について

も行われてきたわけです。医学的な論争じゃなくてチッソとか国の思惑に従う方向で話

が進められ、御用学者たちには研究費を代償にぶら下げ、研究者たちは、研究費が欲しい

ため、自分の思いと違うことを言わざるを得なかったのかなと思う。だから原田先生み

たいな人は、稀有な存在。ほかにも例えば共立病院グループの高岡滋先生や藤野糺先生

などをはじめ在野の医師のうちには、本当に真面目に取り組んできている人がいます。

ですが、水俣市内の開業医もあまりそんなものに触れたくない。触れるとやけどをする

という気持ちがあるのかと思います。新たに申請用の診断書を書いてくれる医師は少な

いのも現実です。だから「水俣病はもうたくさん」となって、水俣病については根本的な

解決はなされない。そのために今でも苦しんでいる人たちがたくさんいるわけです。本

当に被害の実態というのはわかってないわけでしょ。 水俣病患者の総数はおそらく何

10万人もいると思う。その結果、 一番被害が顕著であった時代に患者になった、ハン

ターラッセル症候群を表した頂点の人たちだけを水俣病と認定してしまっている。それ

以外の人たちについては、熊本大学もごく一部を除いてちゃんと研究しなかったし、追

跡もしなかった。それが水俣病問題を非常に矮小化してしまったと思う。一部の医師が

まともに取り上げてもいわゆる神経学の権威者が認めない事態になった。（その結果世

界の水俣病研究からは取り残されています。）僕も研修医のころ、神経内科に所属してい

ました。そのときの教授は黒岩義五郎さん。新潟大学教授の椿忠雄さんたちと同級生か

と。黒岩教授と助教授が 後に熊本大学教授となった荒木叔郎(しゅくろう)さん。僕は研

修医で、友達と一緒に神経内科を勉強しようかなと研修期間では一番長く神経内科にい

て研修していた。あの頃は、こっち側から言うと「大学闘争」、大学側から言わせれば「大

学紛争」の時期で、論文事件の時も教授たちと徹夜して、「おかしいじゃないか」と団体交

渉をやっていました。黒岩先生から「お前は神経内科に残れ」と言われたことがあり、も

し残っていれば僕は相良村に帰って来ずに、水俣病の審査員になっていたかもしれない

（笑）。残念でした（笑）。そうするといまごろは左うちわだったかもしれない（笑）。 

人の運命は、ちょっとしたことで変わると思うのです。

森山：予定の時間が過ぎましたが、原田先生を訪問するというのは高校生の時に水俣病

のことをご存じでより深く知りたくなったとのことですが、水俣のことにもう一歩近づ

いた理由は何かありますか。

緒方：大学に入っていろいろな問題と関わるようになったことは大きいですね。水俣病

というのは大変な問題でもうちょっと勉強しようと思った。相良村に将来は帰るだろう

が、もうちょっと勉強したいという思いがありました、父が村長になったものだから、

「お前が帰って来んと村の人が困るから帰って来い」と言われた。水俣病は相良村から見

れば隣の郡市の出来事なのにちゃんと知らないので原田先生に教えてもらい勉強しよ

うと思った。何せ、近いところに生まれ育ったのに医者として水俣病について知らない

と言うのはいかんなということです。本当にちょっとしたことです。父は、権威にちょっ

と弱いところがあったので、もし大学に残るということになっていればそれは反対しな

かったかもしれないですね。

森山：宮崎県側の山が皆伐され山崩れが起きて、県議会に署名を持ち込まれたお話の結

果はどういう風になられたのでしょうか。

緒方：皆伐から択伐方式になったのです。大きい木だけ抜き切りするのです。それからダ

ム反対運動やるうちに今度は川辺川の多目的ダムの水を利用して球磨川の北側・右岸に

も川辺川から水を引いて、灌漑する計画を国（農林水産省）が作った。相良だけではなく、

多良木まで水を引いていくという計画だった。人吉、山江もちろんそうですけど、「計画

では水代はタダだ」と相良の村長が言った。ところが本当は、農家の負担が相当あるわけ

です。だから、「でたらめ言うな！」ということになり、農家が利水事業反対運動始めた。

それは、ダム中止運動に大きな影響を与えているのです。当時の原告団長が、梅山究(ふ

かし)さんと言う元相良村職員で相良村の教育長までやった人です。梅山さんの意を汲

んで板井優弁護士が、一生懸命やってくれ、当事者の農家も頑張りまして止まりました

ね。板井優さんの奥様・板井八重子さんは、原田正純先生と胎児性水俣病のことをやった

人ですね。

 

森山：毎年、横浜から来られる常連高校が、板井先生のお話を聞かれています。今年と去

年はコロナで対面できず、Z O O Mでやってもらいました。毎回先生は、涙を流しながら

お話をされます。

緒方：あのご夫婦も素晴らしい人たちですね。

（このあたりで薪ストーブが消えたため話題変わる）

昔は五右衛門風呂で、中学生ぐらいの時は風呂焚き係でした。鶏をひねるのも僕で、五右

衛門風呂の下でひねった鶏の産毛を焼くのですよ。そしてさばくのです（笑）

森山：では、最後の特措法のところをお願いします。

緒方：要するに認定基準の問題ですよね。認定基準を非常に狭くとっているわけでしょ。

原田モデルのピラミッドの頂点だけを水俣病と認定しているわけで、原田さんのピラ

ミッドモデルのせめて中間ぐらいまでは認めるべきですよね。それがまったく典型的な

ハンターラッセルしか認めない感じでしょ。病気というのが、今のコロナを見てもわか

りますよね。ひどい人は死ぬけれども、一方では感染しているけど全然症状もない人も

いる。そうかと思えば症状が収まって、症状が治まってウイルスがいなくなっちゃって

も後遺症が残っていて悩んでいる人もいっぱいいるわけです。コロナでは検査で陽性で

あれば症状がなくても隔離されました。水俣病だって全く一緒ですよ。ひどい人がそれ

はひどい人もいるけど 症状が軽いけれども実生活で困っている人がいっぱいいるとい

うこともあるわけで、一律にある程度のレベルでないと認めないというのはでたらめな

ことですね。水俣病ではコロナ感染とは違って慢性の中枢神経障害の症状で悩んでいる

人がたくさんいるのです。あの原爆でもですね、黒い雨にうたれた人は認めてやりま

しょう。まあ、全部認めているわけじゃないですけど、比較的そういうふうなこともでき

るわけですよね。だからやろうと思えばできる。全く水俣病に関してはガチッと決めて

しまって、一歩も外へ出ないという感じです。特に新潟県や鹿児島県に比べて、熊本県は

行政が意固地になっているように感じられます。また、これは医学や医療の問題で、いわ

ゆる権威のある医者、神経学者たちの問題ですよね。この人たちが本当に患者さんに寄

り添って患者さんのことを考えてやろうという気持ちが無いっていうことですね。自分

の業績だけです。今のダム問題での知事といっしょのような気がします。

森山：メグの話が出てきますね。国水研のデータの偏りというか、認定者しかだしてな

いって。

緒方：結局そうなのですよ。水俣病の権威者たちは、認定された人たちしか見てな

い。実際に現地に来て、水俣病の患者さんの話を聞き、地域の状況を見る人はいな

い。徳臣教授自体が、水俣病の認定された人しか研究対象にしてなかった。最近、高

岡滋さんが本を出したでしょ。あれ読んだら面白いですよ。水俣病に関して、いかに

医者がでたらめなことをやったか書いています。権威のある医者達なのに。

（省略　５分ほど原発や戦争などについて雑談）

森山：年末の押し迫った時にお話いただいて本当

にありがとうございました。

竹中：ありがとうございました。
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内容：水俣市のすぐお隣り、相良村で生まれ育った緒方先生が、どのように水俣と出会

い、積極的に関わり続け、医師として水俣のできごとを医師としてどのように考えてい

るかをお話しいただいた。

森山：今日はお忙しいところをありがとうございます。1時間ぐらいお話を聞かせても

らってよろしいでしょうか。水俣と出会うきっかけは、原田先生と出会う前にあるよう

に思いますが。

緒方：大学に入った（1963（昭和38）年11月に三井三池の炭塵爆発が起きました。

九大一内科教授「勝木司馬之介氏」は、熊本大学内科教授として昭和33年から35年まで熊

本大学の内科教授として熊本大学の水俣病研究班に所属していたので水俣病の研究に

もタッチしていました。この人が、専門課程の時に臨床講義で三井三池のC O中毒患者

さんを連れてきて、説明をしてくれました。（5年生の時、中枢神経＝脳に後遺症を残して

いる患者さんを目の前にして説明をしたのです。）

炭鉱爆発事件の前ですが、教養課程を終えて、医学部に移った際（３年生）に サリドマイ

ドの障害児支援グループが早稲田大学からやってきて、サリドマイド児についての報告

をし、救援活動をしていることを話してくれました。大変なことが起こっていることを

知り、同様の活動を九州でもやろうかと話が出て、支援活動に参加した。

その頃は、いろんな問題が起こっていて、薬害問題、例えばスモン病をはじめ（風邪薬キ

セナラミン事件）クロロキン、その他いろいろな薬害問題が起こっていたし、またベトナ

ることは、まあ知っていたわけです。そして、5年生の時に 1968年カネミ事件が起こった

のです。でその時に授業で講義をした九大の皮膚科の講師が、「実は俺はごく最近変な病

気が出てきたことを知った。発熱や身体のだるさを訴えたり、黒いニキビができたりろ
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